
太陽領域別スペクトルアトラスの作成・公開

太陽の高分散可視光スペクトル線は光球乻彩層の大気構造を知るための基礎データである。昨今の数

値シミュレーションでは太陽大気構造毎のスペクトル線の微細構造を模擬しており、また恒星大気構

造の推定においても太陽の領域別のスペクトルは重要である。しかしこれまでの問題点として、一般

に参照できる広帯域・高波長分解観測データは平均スペクトルに限られており、領域別のシミュレー

ションとの比較や恒星スペクトルとの比較が進んでいない。これをうけ、本研究は飛騨天文台ドーム

レス太陽望遠鏡丨乄乓乔丩を用いて近紫外中可視中近赤外の全波長のスペクトルを取得し、領域ごとに平均

化し、それを公開データとすることを目的とする。

串丰串丰年丸月丳日乻丱丵日の観測期間では水平分光器の回折格子角度変更に対して、乐乃制御機能を開発・

実装した。 丳丵丰丰乻丱丱丰丰丰 丗乁の広帯域に対し、水平分光器の普段の観測で用いている乃乍乏乓カメラ丨浜松

ホトニクス社製乏乒乃乁 乆乬乡乳乨临丮丰丩にて丱次光・縮小光学系なしの場合、約丱丵丰丰回の回折格子角度変更

による波長選択を必要とする。これまで回折格子の制御は乄乓乔観測室内の制御盤から手動で行ってい

たが、本研究にてデジタル义乏を用いて観測乐乃から制御することにより、観測用乃乍乏乓カメラ制御と

同期しながら計測波長を変更することが可能となり、ほぼ自動でスペクトルアトラスデータを取得で

きる環境が整った。この乐乃制御システムの詳細について川手他丨串丰串丰丩乛丱九 として出版した。

開発した回折格子制御システムを用いて、串丰串丰年丸月丱丵日に取得した静穏領域のスペクトルアトラ

スを図丱に示す。領域別のスペクトルアトラスデータの作成・公開については、串丰串丱年度以降継続的

にデータ取得を行なう。

図丱 乄乓乔水平分光器で取得した太陽中心・静穏領域のスペクトルアトラス
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